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北九州市 環境局 サーキュラーエコノミー推進課 
課長︓正野、係長︓玉井  電話︓093-582-2630 
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北九州食品廃棄物リサイクルモデル 共同記者会見 

参 加 者 名 簿 

 

 

会 社 名 役 職 お 名 前 

スーパ－ 

イオン九州㈱ 

執行役員  

人事総務本部 本部長 

 兼 健康経営推進責任者 

 兼 サステナブル推進責任者 

金子 亮輔 

㈱イズミ 
執行役員  

マーケティング本部 本部長  
沼本 真輔 

㈱サンリブ 
執行役員  

総務管理本部 統括 
坂本 敬 

㈱西鉄ストア 総務人事部 部長 菊武  直樹 

㈱ハローデイ 

ホールディングス 
施設管理部 部長 宮川 雄一郎 

収 集 運 搬

事業者 

㈱西原商事 

ホールディングス 
代表取締役社長 西原 靖博 

㈱丸清 代表取締役社長 多田野 靖泰 

リ サ イ ク

ル企業 
㈱ウエルクリエイト 代表取締役会長 松尾 康志 

農業法人 ㈱Nature 代表取締役  天野 克寛 

※敬称略、５０音順 



「北九州食品廃棄物リサイクルモデル 共同記者会見」
＜配 席 図＞

日時：令和７年３月１７日（月）
１３：２０～１４：００

場所：特別会議室Ａ（本庁舎３階）
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北九州食品廃棄物リサイクルモデル

共同記者会見

令和７年３月１７日

1

政令市
最大規模！



2

家庭系廃棄物 事業系廃棄物

156千トン
（52％）

145千トン
(48％)

合計：301千トン（R5年度）

北九州市の事業系廃棄物の１８％は、食品廃棄物！

（※R6年度事業系ごみ組成調査結果）

食品廃棄物 等
２万８千トン



食品小売業のリサイクル率は、全体に比べ低い

3

リ
サ
イ
ク
ル
率

(

％)

食品産業全体

食品小売業

資料：「今後の食品リサイクル制度のあり方について」からデータを抜粋し、加工
（食料・農業・農村政策審議会 食料産業部会 食品リサイクル小委員会
中央環境審議会 循環型社会部会 食品リサイクル専門委員会）

▲２８％



市内の食品廃棄物が堆肥として有効活用

4

食品廃棄物 堆 肥



先進的な「北九州食品廃棄物リサイクルモデル」

5

食品廃棄物

食品廃棄物発酵分解装置

地消・地循環

収集運搬事業者
排出事業者（スーパー） リサイクル企業

農業事業者



食品廃棄物のリサイクルには 手間とコストがかかる

6

分別の手間

運搬コスト増

【従 来】 【本モデル】

紙類
プラスチック等

焼却処理

紙類
プラスチック等

焼却処理

食品廃棄物

リサイクル施設

＜新たなルート構築＞
＋食品廃棄物



事業者の壁を越え、効率的な収集運搬ルートを構築

7

担当する店舗を各々が市内全域で収集運搬
事業者の連携で、近隣店舗を結びつけ、

収集運搬ルートを効率化！

西部

東部

中央

従 来 効率化のイメージ

📌
📌



『北九州食品廃棄物
リサイクルモデル』

「五方良し」の北九州食品廃棄物リサイクルモデル

8

食品リサイクル法への対応

肥料コスト低減と持続的

な農業生産方式の確立

事業系ごみの削減

サーキュラーエコノミー

関連ビジネスの拡大

政令市
最大規模！

行 政

収集運搬事業者

農業事業者 リサイクル企業

📌

📌

📌

排出事業者

📌



食品廃棄物リサイクル対応店舗の予定

9

４３店舗

令和７年４月～ 令和８年度～

７５店舗

更なる排出事業者の参画を促進!

市内主要スーパー※店舗数の
約５割約３割

（※市内主要スーパー：HP等の資料からサーキュラーエコノミー推進課で集計）

📌

📌


